
一
九
八
九
年
か
ら
五
年
間
、
文
部
省
の
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
（
京
都
）
で
「
東
ア
ジ
ア
の
本
草
と
博
物
学
の
世
界
」
の
テ
ー
マ
に
よ

り
山
山
慶
兒
教
授
主
宰
の
共
同
研
究
が
行
わ
れ
た
。
志
を
同
じ
く
す
る

同
セ
ン
タ
ー
の
専
任
教
官
と
来
訪
研
究
員
お
よ
び
全
国
の
研
究
者
が
参

加
し
、
交
互
に
発
表
と
討
議
を
交
わ
す
二
口
間
の
共
同
研
究
会
が
計
二

七
回
、
調
査
旅
行
が
三
回
な
さ
れ
た
。

同
研
究
会
の
中
間
報
告
集
、
山
田
編
『
物
の
イ
メ
ー
ジ
・
本
草
と
博

物
学
へ
の
招
待
」
は
昨
年
四
月
に
朝
日
新
聞
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
が
、

本
書
二
冊
は
そ
の
最
終
報
告
集
に
あ
た
る
。
評
者
も
当
共
同
研
究
に
参

加
し
た
が
、
諸
事
情
で
本
最
終
報
告
集
に
は
寄
稿
で
き
な
か
っ
た
。
そ

の
責
も
兼
ね
て
、
本
書
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。

け
で
な
く
、
も
っ
と
広
く
病
気
の
本
体
を
追
求
す
る
方
法
論
を
示
唆
す

る
名
著
と
し
て
永
く
読
み
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

た
だ
将
来
も
し
改
定
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
そ
の
時
に
は
ぜ
ひ
事
項
、

人
名
に
つ
い
て
の
索
引
を
加
え
て
欲
し
い
。
こ
の
よ
う
な
五
○
○
頁
を

越
す
大
著
を
熟
読
す
る
に
は
や
は
り
索
引
が
欲
し
く
な
る
の
で
あ
る
。

（
松
田
誠
）

〔
恩
文
閣
出
版
。
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七
、
電
話
○
七
五
’

七
五
一
’
一
七
八
一
、
一
九
九
五
年
、
Ａ
五
版
．
五
一
八
頁
、
定
価
一
四
、

四
二
○
円
〕

山
川
慶
兒
編

『
東
ア
ジ
ア
の
本
草
と
博
物
学
の
世
界
』
（
上
・
下
）

全
体
で
計
一
二
論
文
が
収
め
ら
れ
る
が
、
な
に
し
ろ
対
象
が
本
草
や

博
物
だ
け
に
話
題
も
広
い
。
ま
ず
目
次
で
示
す
と
、
そ
れ
ら
は
以
下
の

よ
う
に
七
分
野
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。

上
冊
恥
Ｉ
分
類
／
Ⅱ
記
述
／
Ⅲ
描
写

下
冊
”
Ⅳ
施
策
／
Ｖ
渡
海
／
Ⅵ
考
証
／
Ⅷ
企
画

下
冊
巻
末
に
は
索
引
（
人
名
・
書
名
）
も
あ
る
。

さ
て
Ｉ
「
分
類
」
で
は
山
田
慶
兒
「
本
草
に
お
け
る
分
類
の
思
想
」
、

木
村
陽
二
郎
「
植
物
の
属
と
種
に
つ
い
て
」
、
西
村
三
郎
「
東
ア
ジ
ア
本

草
学
に
お
け
る
植
虫
類
」
の
各
論
文
が
載
る
。

山
田
氏
は
中
国
に
お
け
る
事
象
の
分
類
方
法
と
思
想
を
本
草
害
ほ
か

歴
代
文
献
よ
り
抽
出
し
て
日
本
の
そ
れ
と
比
較
し
、
日
本
で
は
技
術
的

思
考
や
実
用
主
義
・
生
態
学
的
視
点
が
顕
著
だ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。木
村
氏
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
確
立
さ
れ
た
植
物
学
名
と
属
・
種
の
概
念
、

ま
た
日
本
の
本
草
書
で
従
来
用
い
ら
れ
て
い
た
属
・
種
の
相
違
に
着
目

し
、
か
っ
て
日
本
の
本
草
学
者
が
漢
名
に
和
名
を
あ
て
、
近
世
以
降
ョ

－
ロ
ッ
パ
植
物
学
の
受
容
に
よ
り
植
物
学
者
が
和
名
に
学
名
を
あ
て
て

き
た
歴
史
を
分
析
し
た
。

西
村
氏
は
、
か
っ
て
西
欧
博
物
学
で
サ
ン
ゴ
な
ど
が
動
物
と
も
植
物

と
も
鉱
物
と
も
分
類
で
き
ず
ゾ
フ
ィ
ー
タ
（
植
虫
類
）
と
呼
ば
れ
た
が
、

東
ア
ジ
ア
の
本
草
や
博
物
学
で
は
問
題
視
さ
れ
ず
、
人
間
に
有
用
な
部

分
の
み
に
注
目
し
て
バ
ラ
バ
ラ
に
分
類
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
東
ア

ジ
ア
で
は
物
自
体
の
本
性
を
見
究
め
る
思
考
が
弱
か
っ
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。
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Ⅱ
「
記
述
」
で
は
宗
田
一
「
幕
府
典
薬
頭
の
手
記
に
見
え
る
本
草
」
、

白
杉
悦
雄
「
日
本
に
お
け
る
救
荒
害
の
成
立
と
そ
の
淵
源
」
、
小
林
清
市

「
清
朝
考
証
学
派
の
博
物
学
」
、
正
木
晃
「
漢
訳
本
前
期
密
教
教
典
に
あ

ら
わ
れ
た
医
療
関
連
記
戦
」
が
載
る
。

宗
旧
氏
は
今
大
路
親
噸
の
「
商
山
年
諮
」
の
記
械
を
巾
心
に
、
朝
廷
．

幕
府
へ
の
屠
蘇
調
進
、
江
戸
の
官
営
薬
園
、
官
営
薬
園
の
薬
種
下
付
、

和
薬
検
査
、
官
版
「
和
剤
局
方
』
の
各
々
に
つ
い
て
史
実
を
明
ら
か
に

し
た
。白
杉
氏
は
明
の
「
救
荒
本
草
」
と
江
戸
時
代
の
飢
餓
を
契
機
と
し
て

多
量
に
出
現
し
た
救
荒
害
を
、
建
部
清
庵
の
『
民
間
備
荒
録
」
を
中
心

に
分
析
し
、
そ
れ
ら
の
成
立
条
件
を
考
察
し
て
い
る
。

小
林
氏
は
「
爾
雅
」
釈
草
篇
の
各
古
注
を
分
析
し
た
う
え
で
、
清
朝

考
証
学
派
が
そ
れ
ら
「
も
の
」
に
対
し
訓
話
学
や
音
韻
学
を
用
い
、
い

か
な
る
態
度
で
考
証
し
た
か
を
論
じ
る
。

正
木
氏
は
前
期
密
教
教
典
に
多
い
医
療
関
連
記
載
を
、
病
因
・
病
種
．

治
療
法
の
各
面
か
ら
検
討
し
、
そ
れ
ら
現
実
的
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
中
期
密

教
の
隆
盛
し
た
背
景
に
は
た
し
た
役
割
を
指
摘
し
た
。

Ⅲ
「
描
写
」
に
は
塚
本
洋
太
郎
「
秘
伝
花
鏡
小
考
」
、
榊
原
吉
郎
「
十

八
世
紀
の
植
物
写
生
」
、
磯
野
直
秀
「
江
戸
時
代
動
物
図
譜
に
お
け
る
転

写
」
の
各
論
文
が
載
る
。

塚
本
氏
は
中
国
の
花
卉
害
と
し
て
最
初
に
栽
培
法
ま
で
記
載
し
た
清

代
の
「
秘
伝
花
鏡
」
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
を
論
じ
、
日
本
の
園
芸
書

や
中
国
本
草
書
な
ど
と
比
較
考
察
し
た
。

榊
原
氏
は
十
八
世
紀
の
京
都
の
画
風
が
変
化
し
た
一
因
に
写
生
画
の

問
題
を
提
起
し
、
植
物
写
生
を
中
心
に
検
討
し
て
十
八
世
紀
の
写
生
観

を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
土
佐
派
の
写
生
帖
も
紹
介
す
る
。

磯
野
氏
は
江
戸
時
代
の
図
譜
に
瓜
二
つ
絵
が
多
出
す
る
こ
と
に
注
目

し
、
各
種
動
物
図
譜
に
お
け
る
転
写
関
係
を
詳
細
に
追
求
し
て
そ
の
実

態
を
解
明
、
博
物
図
譜
の
研
究
に
は
こ
う
し
た
検
討
に
よ
る
自
筆
・
実

写
の
確
定
こ
そ
大
前
提
で
あ
る
こ
と
を
例
示
し
た
。

Ⅳ
「
施
策
」
で
は
笠
谷
和
比
古
「
徳
川
吉
宗
の
享
保
改
革
と
本
草
」
、

田
代
和
生
「
享
保
改
革
期
の
朝
鮮
薬
材
調
査
」
、
大
庭
脩
「
徳
川
吉
宗
の

唐
馬
輸
入
」
、
安
川
健
「
江
戸
時
代
の
鳥
獣
と
そ
の
保
護
」
と
い
う
、
江

戸
時
代
の
政
策
に
関
す
る
論
考
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

笠
谷
氏
は
吉
宗
政
権
の
薬
種
国
産
化
政
策
を
主
題
と
し
、
同
政
策
の

実
施
過
程
の
事
実
関
係
確
定
を
中
心
に
、
政
策
目
的
と
歴
史
的
意
義
を

論
究
す
る
。

田
代
氏
は
従
来
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
享
保
改
革
期
の
朝
鮮

薬
材
調
査
の
実
施
の
背
景
を
、
吉
宗
側
近
の
医
官
・
林
良
喜
と
対
馬
藩

宗
家
の
動
き
に
焦
点
を
あ
て
て
明
ら
か
に
し
た
。

大
庭
氏
は
か
っ
て
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
吉
宗
の
唐
馬

輸
入
に
つ
い
て
、
そ
の
背
景
・
経
緯
・
実
態
・
影
響
等
の
史
実
を
乗
馬

法
・
馬
医
術
ま
で
含
め
解
明
し
た
。

安
田
氏
は
江
戸
中
期
以
降
の
幕
府
お
よ
び
地
方
大
名
領
の
鳥
獣
行
政

と
鳥
獣
の
棲
息
状
況
の
詳
細
を
、
関
連
資
料
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
。

Ｖ
「
渡
海
」
に
は
白
幡
洋
三
郎
「
本
草
学
と
植
物
園
芸
」
、
川
島
昭
夫

「
海
峡
の
植
物
園
ｌ
ペ
ナ
ン
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」
、
三
木
亘
「
イ
ス
ラ
ム

圏
の
香
料
薬
種
商
」
の
三
篇
が
載
る
。
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白
幡
氏
は
江
戸
時
代
の
本
草
害
・
園
芸
書
に
み
え
る
視
覚
に
よ
る
認

識
な
い
し
見
分
け
の
分
析
か
ら
、
本
草
と
園
芸
の
関
心
の
違
い
は
「
知

る
」
姿
勢
の
相
違
に
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。

川
島
氏
は
イ
ギ
リ
ス
が
十
八
世
紀
末
～
十
九
世
紀
前
半
に
経
営
し
た

ペ
ナ
ン
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
植
物
園
に
つ
い
て
、
設
立
・
実
態
・
消
滅

の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
、
植
民
地
経
営
・
資
源
獲
得
と
植
物
研
究
の
関

係
を
考
察
す
る
。

三
木
氏
は
イ
ス
ラ
ム
園
の
香
料
薬
種
商
の
性
格
と
現
在
ま
で
の
歴
史

さ
ら
に
現
状
を
、
長
年
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
体
験
を
交
え
つ

つ
多
面
的
に
叙
述
し
て
い
る
。

Ⅵ
「
考
証
」
で
は
桜
井
謙
介
「
生
薬
の
変
遷
常
山
に
つ
い
て
」
、
高

橋
達
明
「
小
野
蘭
山
本
草
講
義
本
編
年
孜
」
、
杉
立
義
一
「
稲
生
恒
軒
．

若
水
の
墓
誌
銘
に
つ
い
て
」
が
載
る
。

桜
井
氏
は
漢
代
か
ら
中
国
本
草
に
記
載
さ
れ
て
現
代
も
使
用
さ
れ
る

「
常
山
」
と
い
う
生
薬
の
歴
代
記
載
を
分
析
し
、
同
定
さ
れ
る
植
物
が

複
雑
に
変
遷
し
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
同
名
と
い
う
点
の
み
で

安
易
に
古
代
の
薬
物
を
現
代
の
薬
物
と
同
一
物
に
考
え
る
こ
と
の
危
険

高
橋
氏
は
小
野
藺
山
が
約
三
十
年
に
わ
た
り
「
本
草
綱
目
」
を
講
義

し
、
そ
の
定
本
と
し
て
「
本
草
綱
目
啓
蒙
』
の
刊
行
を
開
始
す
る
以
前

に
書
写
さ
れ
た
様
々
な
段
階
の
尼
大
な
数
の
写
本
群
を
閉
山
の
見
解
の

変
遷
か
ら
系
統
づ
け
、
各
系
統
の
編
年
を
解
明
し
て
い
る
。

杉
立
氏
は
稲
生
家
の
墓
地
か
ら
近
年
発
見
の
、
銅
版
に
き
ざ
ま
れ
た

伊
藤
東
涯
撰
文
の
恒
軒
夫
妻
の
墓
誌
銘
と
松
岡
玄
達
撰
文
の
若
水
の
墓

性
を
警
告
す
る
。

誌
銘
ほ
か
を
翻
字
し
て
読
み
下
し
、
さ
ら
に
両
者
の
年
表
を
作
成
し
て

稲
生
家
の
学
統
を
明
ら
か
に
し
た
。

Ⅷ
「
企
画
」
に
は
小
野
芳
彦
「
本
草
綱
目
を
読
む
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
シ
ー
ル
」
が
あ
る
。
小
野
氏
は
『
本
草
綱
目
」
を
一
例
に
、
こ
う

し
た
漢
文
の
博
物
的
古
典
籍
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
・
解
析
・
応
用

す
る
た
め
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
対
応
方
法
や
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の

デ
ー
タ
を
持
つ
ハ
イ
パ
ー
テ
キ
ス
ト
な
ど
将
来
的
可
能
性
を
提
示
す

る
。
以
上
、
的
は
ず
れ
も
多
々
あ
ろ
う
が
、
か
け
足
で
紹
介
し
た
。
本
書

は
十
八
世
紀
を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
の
本
草
・
博
物
学
を
様
々
な
分

野
か
ら
議
論
し
た
だ
け
に
、
全
書
に
は
そ
れ
ら
の
立
体
的
な
展
開
と
様

相
、
そ
れ
を
研
究
す
る
う
え
で
の
問
題
点
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
当
方

面
は
こ
れ
ま
で
白
井
光
太
郎
・
岡
西
為
人
・
上
野
益
三
ら
に
よ
り
系
統

的
研
究
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
本
書
は
多
人
数
の
諭
集
ゆ
え
統
一
性
を

い
さ
さ
か
欠
く
が
、
そ
れ
ゆ
え
従
来
の
研
究
に
な
か
っ
た
新
鮮
な
資
料

と
視
点
に
満
ち
て
い
る
。
今
後
こ
う
し
た
史
的
研
究
が
本
草
・
博
物
学

に
も
一
層
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

〔
思
文
閣
出
版
・
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七
、
電
話
○
七
五
’

七
五
一
’
一
七
八
一
、
一
九
九
五
年
七
月
二
一
日
発
行
、
Ａ
５
判
、
上
冊

三
五
二
頁
・
下
冊
三
六
四
頁
、
定
価
各
七
五
○
○
円
〕

（
典
柳
減
）
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